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ル′情捧能な設します。うル＜の［詳細
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分類 画面名 設定項目

IPアドレス

設定例

便利な設定 IP RIPスタティック
（1件目の例）

通信先の指定 192.168.20.0

マスク長 24（255.255.255.0）

IPアドレス

接続相手の指定

メトリック

プリファレンス

中継先の指定 192.168.100.2

osaka

2

50

インタフェースアドレス
インタフェースサブネット
マスク

詳細設定 インタフェースの設定 LANインタ
フェース

192.168.10.1

インタフェースタイプ

インタフェースアドレス
インタフェースサブネット
マスク

WAN#1イン
タフェース

ブロードキャスト

192.168.100.1
255.255.255.0

255.255.255.0

IPアドレス

マスク長

IPアドレス

接続相手の指定

メトリック

プリファレンス

IP RIPスタティック
（2件目の例）

通信先の指定

中継先の指定

192.168.30.0

24（255.255.255.0）

192.168.100.3

nagoya

2

50
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ルータ機能を
使う4 具体的な設定方法

設定が終わったら、［送信］をクリックします。設定内容が本装置

に送信され、確認画面が表示されます。［OK］をクリックします。

すでに登録されているエントリがある場合は削除してください。

設撤 定座獄慎 【設良 【
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ルータの［便利な設定］をクリックします。
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I S D N 回 線 イ ン タ フ ェ ー ス の 設 定
（interfaceコマンド）
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ルータの［簡単設定］をクリックします。1
［ISDNダイヤルアップ接続］をクリックしま
す。

2
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宛先アドレス・宛先サブネットマスクとルート情報を下記のよう

に入力します。この例では2件登録しています（1件目はインタ

ーネットダイヤルアップ接続用にデフォルトルートがあらかじめ

設定されています)。

11

ルータの便利な設定から［IP RIP スタ
ティック］をクリックします。

10

設定が終わったら、［送信］をクリックします。設定内容が本装

置に送信され、確認画面が表示されます。［OK］をクリックしま

す。

すでに登録されているエントリがある場合は削除してください。

ルータの［詳細設定］をクリックします。12
［インタフェースの設定］をクリックします。13
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WAN回線の選択（WANコマンド）
「WAN回線の選択（ISDN回線）」を設定するため「wan dual

isdn」を入力します。

2
conf#wan dual isdn

認証アカウント、認証パスワードの設定
（hostnameコマンド）
「認証アカウント（AAAAA）」、「認証パスワード（himitsuA）」

を「hostname」コマンドで入力します。

［add 1］は、設定項目を1エントリー目へ登録することを意味し

ます。

2
〝

ゾ

「認証アカウント（AAAAA）」「認定項目を19ゾ〝
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WAN回線の選択（WANコマンド）
「WAN回線の選択（ISDN回線）」を設定するため「wan dual」

を入力します。

2
conf#wan dual

認証アカウントの設定（hostnameコマンド）
「認証アカウント（fitelnet）」を「hostname」コマンドで入力

します。

［add1］は、設定項目を1エントリー目へ登録することを意味し

ます。

3

conf#hostname add 1 default=fitelnet

＜コマンド操作＞

コンフィグレーションモードに移行します。
（☛ P40）
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＜コマンド操作＞

＜コマンド操作＞
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専用線対向接続（WAN Unnumbered）

2台の本装置を専用線を使って1対1（point-to-point）に接続する例について説明します。この例では、
WAN側にアドレスはふりません。

＜設定データの例＞
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ルーティング情報送受信の設定（rtcontrol
コマンド）
「ルーティング情報送受信（OFF）」を「rtcontrol」コマンドで

入力します。

6
�ルー10∵é 櫰 氺緐力け力 ル：妤 ニ 桻

乳養
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conf#wan fr 128

conf#dlci 16 pir=128 cir=32

conf#interface lan addr=192.168.2.1,255.255.255.0

conf#interface fr type=pointtopoint

conf#rtcontrol fr send=off recv=off

conf#ipripstatic add dst=192.168.1.0ｺ)iｺｺ)iｺｺ)I
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モデム接続

設定L

FITELnet-E30のシリアルポートにモデムを接続し、アナログ回線を利用するときの設定について説明します。

ルー５74 の設93線膁シ綴膁続しますà
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コンフィグレーションモードに移行します。
（☛ P40）

ら ね Ξ
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４．自局の ISDN 番号の設定（isdn コマンド） 
自局の ISDN 番号を，isdn コマンドで入力します． 
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NAT＋スタティック登録

NAT機能画面（☛ P232）で、［NAT＋スタ
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中継しないIPパケットの登録

�ç4
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IP RIPスタティック
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ルータ機能を
使う4 ダイヤルアップ回線制御

ISDN回線を切断する（disconnectコマンド）

ISDNの切断は、中継データがなくなったことにより自動的に行われます*。ここでは、手動でISDNを切断す
る方法を説明します。
*本装置は、中継データを監視し、60秒間中継データがない場合にISDNを切断します。

FITELnet-E30ではmodem回線、dp（Dチャネルパケット通信）

の制御も行うことができます。
・［回線状況］

現在使われている回線状況が表示されます。
・［切断する回線］

切断する回線を選びます。

［ダイヤルアップ回線制御］画面で、［接続さ
れている回線を切断する］をクリックします。
［接続されている回線を切断する］画面が表示されます。

1

［切断する回線］の中から、切断したい回線
を選びます。

2

［送信］をクリックします。
回線が切断されます。

3

＜Webブラウザ操作＞
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ISDN回線のMP接続を行う
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「alog」と入力します。1
＜コマンド操作＞

#alog

ログが以下のように表示されます。2
0: 1998/01/01 （thu） 00:00:00 （00000000:00000000 0x00303554（0））

#Reset ［V24.30-062598］

1: 1998/01/01 （thu） 02:58:52 （00106031:00000000 0x003c6c70（104））

ISDN#1 Calling 0463251374.

00 3c 6c 70 00 3c 6c 70 00 3e c2 00 20 00 00 00 .<lp.<lp.>.. ...

00 04 80 00 00 10 60 31 00 00 00 00 00 04 00 04 ......`1........


	メニューページ
	安全にお使いいただくために必ずお読みください
	この取扱説明書のみかた
	目次
	1.お使いになる前に
	機能概要
	各種契約について
	通信事業者との回線契約
	インターネットサービスプロバイダとの契約

	セットを確認してください
	各部の名称
	停電になったときのために
	接続します
	接続の手順
	接続上の注意


	2.設定の準備をする
	機能概要
	設定する前に
	動作環境
	設定するまでの手順

	設定操作のしかた
	Webブラウザを使った設定の流れ
	コマンドを使った設定の流れ（10BASE-Tポート経由）
	コマンドを使った設定の流れ（シリアルポート経由）
	アナログ電話機を使った設定の流れ

	設定を初期化するには
	コマンドを使って初期化する

	ログインIDを設定する
	パスワードを登録、変更する
	ログインパスワードを登録、変更する
	コンフィグレーションパスワードを登録、変更する

	時刻の設定
	ファームウェアのアップデート
	設定ファイルの転送
	ルータ機能設定ファイルのファイル転送
	電話機能設定ファイルのファイル転送

	設定画面の一般的な操作方法とみかた

	3.アナログ通信機器を使う
	機能概要
	電話をかけるには（発信）
	短縮ダイヤルで電話をかけるには（短縮ダイヤル）
	同じ相手にかけ直すには（再ダイヤル）
	内線でお話しするには（内線通話）
	電話を受けるには（着信）
	外からの電話を取りつぐには（内線転送）
	i・ナンバーを利用するには
	追加番号の登録
	契約者回線番号だけ鳴らすように設定する
	追加回線番号だけ鳴らすように設定する
	契約者番号と追加回線番号を鳴らすように設定する

	コールウェイティングを利用するには
	通話中の電話を転送するには（通信中転送）
	3 人でお話しするには（三者通話）
	コールバック機能を利用するには
	コールバック機能の設定
	コールバック機能の利用

	中継機能を利用するには（中継許可指定）
	中継許可指定の設定
	中継許可指定の利用

	INSボイスワープ機能を利用するには
	INSなりわけサービスを利用するには
	通信中に電話機を移動するには（通信中機器移動）
	通話を中断する
	通話を再開する

	アナログ機能を設定するには
	アナログ機能一覧

	電話機を利用した設定
	短縮ダイヤル登録を行うには
	着信転送設定を行うには
	着信転送を設定する
	呼出ベル回数を設定する
	転送トーキを設定する
	暗証番号を登録する
	フリー転送を設定する
	追っかけ転送を設定する
	着信転送とナンバー・ディスプレイについて

	着信種別設定を行うには
	発信者番号通知設定を行うには
	発信者番号通知を設定する
	通知する電話番号（自局アドレス）を登録する
	1 回ごとに発信者番号通知設定を変更する

	グローバルセレクト、ダイヤルイン設定を行うには
	指定ダイヤルイン番号のみ着信するように設定する
	指定ダイヤルイン番号と契約者回線番号（グローバル着信番号）で着信する
	契約者回線番号（グローバル着信番号）のみ着信する（グローバルセレクト機能）ように設定する
	ダイヤルイン番号、グローバルセレクト機能を利用しないように設定する

	サブアドレス設定を行うには
	指定サブアドレスのみ着信するよう設定する
	指定サブアドレスとサブアドレスなしを着信するよう設定する
	サブアドレスなしのみ着信するよう設定する
	サブアドレスを利用しないよう設定する

	機器種別設定（TELポートのHLC設定）を行うには
	TELポートの機器種別を設定する
	1 回ごとに機器種別を変更する

	ダイヤル完了タイマ設定を行うには
	通話時のボリュームを調整するには
	追加呼出遅延（ベル回数）を設定するには
	時刻を設定するには
	フッキングを設定するには
	フッキングを設定する
	フッキング代用を設定する

	内線呼出ベルを設定するには
	切断音制御を設定するには
	識別着信を設定するには
	FAX無鳴動着信を設定するには
	INSナンバー・ディスプレイを設定するには
	疑似なりわけを設定するには
	ベル周波数を設定するには
	発信者番号優先着信を設定するには
	その他の機能を設定するには
	ディスプレイのバックライトを設定する
	IPアドレス設定用暗証番号を設定する
	IPアドレス、サブネットマスクを設定する

	設定を保存するには
	Webブラウザを利用した設定
	電話機能を設定する
	基本設定
	応用設定
	着信転送設定
	コールバック・中継設定
	短縮ダイヤル登録

	コマンドを利用した設定
	アナログポートの設定をする

	その他のアナログ機能を設定・表示するには
	フレックスホン契約状況を表示する（lineis コマンド）
	課金情報を表示／クリアする（chargeコマンド）
	コールバック課金情報を表示／クリアする（charge callbackコマンド）
	回線割り当てを設定する（rbodコマンド）
	BACPを設定する（bacpコマンド）
	TELポートごとにアナログ機能の設定を表示する（showコマンド、displayコマンド）


	4.ルータ機能を使う
	ルータ機能概要
	設定情報
	設定情報を設定するための接続

	いろいろな利用ケース
	利用ケースの切り分け

	具体的な設定方法
	インターネットダイヤルアップ端末型接続
	ダイヤルアップ対向1対1接続
	ダイヤルアップ複数相手接続
	ダイヤルアップ複数相手同時2箇所接続
	インターネット・複数イントラネット同時接続
	PIAFS/TA接続（アクセスサーバ）
	インターネット専用線接続（OCNエコノミーなど）<NAT on>
	インターネット専用線接続（OCNエコノミーなど）<NAT off>
	専用線対向接続（WAN Unnumbered ）
	専用線対向接続（WAN Numbered ）
	フレームリレー接続（WAN Unnumbered 、InverseARP使用、スタティックルート）
	モデム接続
	Dチャネルパケット通信

	ルータの便利な設定
	ISDN回線の接続について
	ダイヤルアップ接続用認証データの複数登録
	ダイヤルアップ回線接続先の登録
	DHCPサーバ機能
	NAT+機能
	NATスタティック登録
	NAT+スタティック登録
	syslogの送信
	ISDN回線の接続が可能なパケットの指定
	IPパケットフィルタリング
	中継するIPパケットの登録
	中継しないIPパケットの登録
	IP RIPスタティック

	詳細設定
	インタフェースの設定
	ProxyARPの設定
	RIPの制御
	受信RIPフィルタリングテーブル
	送信RIPフィルタリングテーブル
	ルート情報提供ルータの指定
	ブリッジングの設定（FITELnet-E30のみ）
	データリンクの設定

	ダイヤルアップ回線制御
	ダイヤルアップ回線制御画面を表示する
	ISDN回線を接続する（connectコマンド）
	ISDN回線を切断する（disconnectコマンド）
	ISDN回線のMP接続を行う（lsplitコマンド）
	MP接続しているISDN回線を切断する（lsplitコマンド）
	リミッタを解除する（unlockコマンド）

	インフォメーション
	インフォメーション画面を表示する
	装置情報を表示する（hereisコマンド、uptimeコマンド、dateコマンド）
	ダイヤルアップ接続先情報を表示する（targetisコマンド）
	通信状態を表示する（chargeコマンド、lineisコマンド）
	統計情報を表示する（stchannelコマンド、stipコマンド）
	ルーティングインタフェースを表示する（ipinterfaceコマンド）
	ルーティング状態を表示する（iprouteコマンド）
	DHCPの状態を表示する（dhcpstatコマンド）
	NAT+の状態を表示する（natinfoコマンド）
	エラーログを表示する（elogコマンド）
	回線ログを表示する（llogコマンド）
	接続要因パケットログを表示する（alogコマンド）


	5.TA機能を使う
	機能概要
	接続ソフトをインストールするには
	モデム定義ファイルをインストールするには
	プロバイダの設定
	プロバイダへの接続

	6.ご参考に
	故障かな？と思ったら
	エラーメッセージ一覧
	エラーメッセージ表示方法とみかた
	データ通信時のエラーメッセージ

	回線理由コード一覧
	ISDN網から通知される回線理由コード
	ISDN網以外（専用線を含む）から通知される回線理由コード
	コマンドによるping実行時のエラーメッセージ
	その他のエラーメッセージ

	回線ログ一覧
	LANのログ
	高速ディジタル専用線ログ
	ISDN回線ログ

	索引
	仕様一覧


